
 

 

 

 

                                 OPE-MAN/TBH-1/0311 

  

セイワ 温水ボイラー 

ＳＪＢ－３１６ 
取扱説明書 

 
 

ご使用の前にこの「取扱説明書」をよく読み正しく 

お使いください。誤った取扱は機械の故障や大変な 

事故につながります。 

機械を操作する前にいつでも見られるように大切に 

保管してください。 

 



この度は、    「温水洗浄ボイラー ＳＪＢ－３１６」をご選定いた

だきまして厚くお礼申し上げます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよく読み、正しく安全にお使いくださ

い。誤った取り扱いは機械の故障や大変な事故につながります。機械を

操作する前にいつでも見られるように大切に保管してください。 

 

 

●当機のご使用に際しては、この取扱説明書を熟読していただき、安全にご使用ください。 

●品質、性能向上又は安全上、部品の交換を行う事がありますが、その際は本書の内容と一部異

なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

●不明な点やお気付きの事がございましたら、お買い上げ店、最寄りの弊社営業所にお問い合わ

せください。 

●文中の記号について 

 

 

 適切な事前注意をとらないと 
死亡又は重傷を負う危険性が大きい事を示します。 

 適切な事前注意をとらないと 
死亡又は重傷を負う可能性があることを示します 

 適切な事前注意をとらないと 
傷害又は製品の重大な損傷を招く可能性があることを示しま
す 

 製品の使用上の留意点や参考となる事柄を示します。 
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本機は業務用です。ご使用前に取扱説明書を読み、内容を理解した上で全ての危険、警告、注意

事項を守り作業を行ってください。 

また、接続する高圧洗浄機の取り扱いは洗浄機の取扱説明書にしたがってください。 
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①高圧力、高温水に注意 

   ●本機は高圧洗浄機と接続することで高い圧力と高温水を発生しますので絶対に人畜に向けて 

ガンを引かないでください。 

      ●本機の仕様を超える洗浄機は接続しないでください。 

●本機は高温水を発生しますので吐出温水、ガンランス部、接続金具部、排気口など熱くなりますの

で手、身体、衣服などが触れてヤケドしないようご注意ください。 

●本機の全ての部材は耐圧規格品を使用しておりますので、純正部品、オプション部品以外での 

改造はしないでください。また本機、付属品は定期的に点検して摩耗破損が認められる場合には、

直ちに修理交換してください。 

②電気感電に注意 

   ●ケーブルは踏んだり引っ張ったりせず大切に扱ってください 

   ●作業現場全ての通電部品（各種装置、ケーブル、コンセントなど）に高圧水が 

    かからないようにしてください。 

   ●濡れた手で通電部品を触らないでください。 

   ●必ずアース線を接地させてください。 

   ●雨天の屋外での作業には使用しないでください。 

●点検整備は電源を入れずに行ってください。 

③設置場所、取り扱い上の注意 

●本機の周りに引火物をおかないでください。また、引火物が充満するような場所では使用し 

ないでください。 

●本機のボイラーは多量の空気を必要とします。換気量が不足すると不完全燃焼がおこり非常 

に危険ですので充分な換気を行ってください。また、指定燃料以外は使わないでください。 

   ●万が一の場合の安全装置は本機の上方向に設置されています。上部が開放された空間に設置 

するようにしてください。 

   ●高圧洗浄機の排気がボイラー本機に向かないように設置してください。 

 

 

  危険  

安全のために 



【ボイラー使用上の注意点(安全に使用していただくために)】 

 

 
 
 
 
 

ボイラーには水流を感知するフロースイッチセットが内蔵 
されており、ガンを引いたときのみ着火するように制御し 
ています。しかし、このスイッチ内部に異物が侵入すると 
ピストンが固着し、ガンを放しても着火したままになる可 
能性があります。清水(水道水)を使用し、吸い込みフィル 
ターは必ず使用してください。※(別売の目が細かいクリア 
フィルターなどの併用をおすすめします) 

 
 
 
１.作業前点検を行ってください。 
 ●作業準備が整ったら下記のようにボイラーの作動点検を行ってください。 
  ・ガンを握ると着火し、ガンを放すと火が止まる →   → 作業開始 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・ガンを握っても着火しない。あるいはガンを放しても着火している→   → 点検修理 
 
          あ  
          る 
 
          い 
           は 
 
                           

ｾｲﾜｻｰﾋﾞｽ店にご連絡ください 
 
３.燃料は灯油(軽油)をご使用ください。 
 
 
４.ウォータハンマ（※）によるトラブルの防止のため、洗浄ホースは 80m 以下で 
ご使用ください。 

  
 
５.使用中に異常高温になったら、ただちに使用を中止し、点検・修理をしてください。 
 
６.取扱説明書をよく読んでください。 
 
 
（※）ウォータハンマ：流水を急に止めた時に起こる反動。 
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この度は     ジェットボイラー「SJB-316」をご選定いただきまして誠に有り難うございます。
本機を安全にご使用いただくためのポイントを下記にまとめてありますので、本書及び取扱説明書を

よく読み、正しくお使いください。 

重 要 

着

火

止

ま

る

作業開始 

 

着
火
し
な
い

着
火
し
て
い
る

点検修理 



 １ 仕様諸元表･各部名称                

 

【仕様表】 

型  式 ＳＪＢ－３１６ 

最大流量 16L/min 

最高圧力 30MPa（UL 使用の場合 21MPa） 

電 圧 交流 100V（50/60Hz） 

最高温度 90℃ 

重 量 63kg 

燃料タンク容量 25L 

燃料タンク消費量 5.2L/h 

ボイラ着火圧力 4MPa 以上 

電 流 1.5A 

熱 量 57000kcal 

燃 料 灯油(軽油) 

中間ホース長 5m 

サ イ ズ 95×55×89ｃｍ 
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 ２ 作業操作手順                    

 

 2－１  準 備   

 

 １ 燃料タンクに灯油(軽油)を入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 付属のＵＬ２０３０ＤＣをボイラー入口に接続します。 

    （21MPa 以上でご使用の場合は使用しません） 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＵＬ２０３０ＤＣの余水口に付属ホースを接続し、 

フィルター部を水桶に入れておきます。 

 

４ 付属の中間ホースで高圧洗浄機と本機の吸水口を接続し  

ます。 

 

 

 

  

 

５ 専用温水ホースを本機の吐出口に接続します。 

 

６ 温水ホースに洗浄ガンを接続します。 

  (ノズルは取り外した状態にしておきます。) 

 

 

 

 

 

７ アース線を接地して電源プラグをコンセントに接続し 

ます。 
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灯油(軽油)以外の使用は故障ばかりでなく爆発など
の危険がありますので必ず灯油(軽油)を使用して下
さい。 
また、燃料切れは燃料ポンプの故障の原因となりま
すのでご注意下さい。 

ＵＬ－２０３０ＤＣは初回のみ圧力設定が必要で
す。 
２－２項を参照しご使用になる高圧洗浄機に合わせ
た設定を行って下さい。 

ボイラーの仕様を超える洗浄機は使用しないで下さ
い。 

各部の締め付け、接続は確実に行って下さい。 
水漏れなどがある場合は修理、交換して下さい。 

ＡＣ１００Ｖ以外の電源の使用は機械の故障の原因
となります。 



 ２ 作業操作手順                    

 

 2－２  ＵＬ２０３０ＤＣの設定   

 

 ＵＬ２０３０ＤＣはご使用になる高圧洗浄機にあわせた圧力設定が必要です。 

 初回使用(使用する洗浄機が変わる場合も含む)には下記の要領で圧力設定を行って下さい。 

 

 １ 接続する高圧洗浄機単体にて仕様通りの性能が出ている事を確認します。 

   (１５ＭＰａの洗浄機なら洗浄機単体で１５ＭＰａが出ていること) 

 

 ２ 本取扱説明書の２－１項の準備を行ない２－３－２項までの始動運転を行います。 

 

 ３ ガンを引き、洗浄機の圧力計を見ながら 

規定の圧力(接続する洗浄機単体の圧力)に 

   なるところまでＵＬ２０３０ＤＣの圧力調整 

ノブを回します。 

   (出荷時は最低圧力にセットされています。) 

 

 

 

 ４ 設定圧力まで上がったら、一旦圧力ノブを少し戻して、圧力が下がることを確認して 

   下さい。この作業を数回行ない、圧力ノブの操作に合わせて圧力が変わることを確認 

   し、締めすぎの無いように圧力ノブをセットして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 圧力セットが完了したらロックナットを締めて固定し、セット完了です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６  21MPa を超える洗浄機をご使用の場合は UL2030DC は取付けず、直接ボイラーに 

      接続してください。 
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規定圧力以上にノブを回すと誤作動や故障の原因となります。規
定圧力(使用する洗浄機の圧力)に達してからさらに締めこむ事
はしないで下さい。(規定圧力の 1MPa～2MPa 低めに設定すると安
全です。 

●同じ洗浄機を使用する場合は、２度目以降の圧力設定は不要です。 
●仕様の異なる洗浄機を使用する場合は一旦調整を下げ、再度機械に合わせて圧
力設定を行って下さい。 

●洗浄機あるいはボイラーユニット、ＵＬ２０３０ＤＣの修理を行った場合も 
 設定を再確認して下さい。 



 ２ 作業操作手順                    

 

 2－３  始動・運転   

 

 １ 温度調節が最低になっている事を確認し、メインスイッチをＯＮにします。 

   ブロアが回転し、排気口から風が出ている事を確認して下さい。 

 

 ２ 高圧洗浄機の使用方法に従い高圧洗浄機をスタートさせて、ガン先から水が出ている 

   事を確認します。 

このときボイラー内部のススを含んだ黒い水が出る事がありますので水が透明になっ

た事を確認してからガンを一旦停止し、ノズルを取り付けて下さい。 

(ノズルをつけた状態でススを含んだ水を通すとノズルの詰まりの原因になることが 

あります） 

 

 ３ 温度調節ダイヤルを５０℃程度にセットし、下記の作業前点検を行って下さい。 

 

   ガンを握ると着火し、ガンを放すと火が止まる⇒ ＯＫ ⇒作業開始 
   ガンを握っても着火しない、ガンを放しても着火している⇒ ＮＧ ⇒点検、修理 
 
   着火状態はボイラーからの燃焼音(ゴーという音)で判断できます。 

 

 

 

 

 

 ４ 作業前点検が終了したら、温度調節ダイヤルを必要な温度に設定し作業を開始 

して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2－４  作業終了   

 

 １ 温度調節ダイヤルを O にしてボイラーを止め、数分間冷水を通してボイラー内部を 

   冷却して下さい。 

 

 ２ 高圧洗浄機の水抜きの要領でボイラー内部の水抜きを行って下さい。 

 

 ３ メインスイッチをＯＦＦにし、電源コード、各配管を取り外してください。 

   (配管類、特にホースの口金部分にゴミ等が付着しないよう注意して下さい。) 
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着火しているとき、排気口からは熱風が出ますので、排気口に手を触れたり、
排気口上部に手をかざさないで下さい。 

短時間の着火を繰り返すとボイラ内に不燃燃料がたまり不完全燃焼の原因と

なりますので短時間のガンの開閉は避けてください。又、短時着火を繰り返

した場合は温度設定を最高にし、30 秒以上持続で燃焼させてください。   



 ２ 作業操作手順                    

 

 

 2－５  保守・点検   

 

 １ ボイラー(コイル) 

   ●煙、ススによりコイル表面が汚れると、ボイラーの熱効率が低下します。 

    定期的に、または熱効率の低下が見られる場合(着火しているのに著しく温度上昇 

    が悪い場合)は、点検清掃修理に出してください。 

   ●作業終了後は凍結防止の為、エアブロー等で完全に水抜きを行って下さい。 

 

 ２ 燃料 

   ●燃料フィルターの汚れを定期的に点検し、 

    汚れている場合は清掃して下さい。 

 

 ３ 保管 

   ●雨水のあたるところに保管しないで下さい。 

   ●本機の上に物を載せないで下さい。 

   ●冬場はできるだけ凍結しにくいところに保管して下さい。 

   ●配管内にゴミが入らないよう各金具部分は布、テープなどで保護して保管 

    して下さい。特にホースなどは地面に直接置くと小石等が金具部分に付着 

    する事がありますので注意して下さい。 

 

 ４ その他 

   ●作業前点検は毎回必ず行って下さい。異常が見られる場合は無理に使用せず 

    点検修理に出して下さい。 
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 ３ 接続図                    
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 ４ トラブル対策                    

 

 

 

症   状 原   因 対   策 

電源が入らない 

●電源コードが抜けている 

 （電源灯が消灯） 

●ヒューズが切れている 

●スイッチの故障、断線 

●燃料がない（警告灯が点灯） 

●電源コードを差し込む 

 

●ヒューズ交換 

●スイッチ交換･修理 

●燃料を入れる 

電極がスパークしない 

●電極隙間不良 

●ケーブルの緩み 

●トランスの故障 

●プラグの磨耗 

●電極の調整 

●ケーブルのはめ直し 

●トランス交換 

●プラグ交換 

着火しない 

 

①燃料がバイパスホースより 

 タンクに戻っていない場合 

●燃料ポンプ故障 

●燃料配管緩み、抜け 

 

②燃料がバイパスホースより 

 タンクに戻っている場合 

●圧力スイッチ不良 

●流量スイッチ不良 

 

●サーモスタット不良 

●燃料ポンプ圧力不足 

●洗浄機または UL2030DC の

圧力調整不良 

● 粗悪燃料 

● 風量調整不良 

 

 

●燃料ポンプの交換 

●燃料配管の修理 

 

 

 

●圧力スイッチの交換 

●流量スイッチの交換､ゴ

ミ詰まりの場合は清掃 

●サーモスタットの交換 

●燃料ポンプ圧力調整 

●４ＭＰａ～20ＭＰａの範

囲に調整 

●燃料交換 

●風量調整 

 

 

煙がひどい 

 

 

●ボイラ内が冷えている 

●ヒートコイルの汚れ 

●残燃料による不完全燃焼 

●風量調整不良 

●燃料ポンプ圧力過多 

●粗悪燃料 

●しばらく燃焼させる 

●清掃または交換 

●長時間連続燃焼させる 

●風量調整 

●燃料ポンプ圧力調整 

●燃料交換 
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SJB-316 の運 転 開始 前 に必 ず 下記 空欄 に 必要 な こと がら を 

記入 し てく だ さい 。点 検 の時 に 大変 役に 立 ちま す 。     

 

 

 

 

項 目 ご 記 入 欄 

型 式 SJB-316 ご購入年月日 年  月  日(  ) 

製造番号 No. ご使用開始年月日 年  月  日(  ) 

ご 購 入 先 

〒 

 

TEL        (        )      


